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１．はじめに 

 タコノアシは、低地の泥湿地や河川敷、湖岸などに生える湿生植物であり、日本では本州、四国、九州に分布

する。生育地が水位の変動する不安定な環境であり、近年の開発や河川改修工事等の対象となる場合が多く１）、そ

のため生育数が減少し、2000 年には環境省レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に指定された。その後、タコノア

シに関する研究２）や保全の努力が進んだことから、2007 年の見直しでは準絶滅危惧種とされたが、農村環境の変

化や安全性向上を目的とした河川改修の実施などから、今後もタコノアシの生育地の拡大は難しく、絶滅の危険

性を有する種であることに変わりはないと考えられる。絶滅危険性の主要因では、河川開発が最も多いとされ、

次に土地造成、自然遷移があげられた３）。そこで、タコノアシの保全に関する知見を得ることを目的として、継続

的な生育が認められている筑後川４）５）の感潮域でその生育状況と環境調査を行ったので報告する。 

２．方法 

２.１  生育状況  

 筑後川河口から 23km の位置にある筑後大堰から下流側を踏査し、生育状況を調査した。タコノアシの生育場所

で、周辺を含めた河川敷の植生調査を行うとともに流下方向に直交して植生断面を調査した。また群落の代表的

な地点にコドラート（1m×1m）を設置し、タコノアシの草高、生育密度を測定した。 

２.２ 生育環境 

 タコノアシの生育場所および生育が確認されなかった場所で土壌を採取し、土壌の粒径組成、ｐH、電気伝導度

（EC）の測定を行った。粒径区分は国際土壌学会法に準拠した。またｐH、EC は｢土壌標準分析・測定法｣によった。

土壌の採取場所を表１に示す。また生育地の冠水状況を観察した。 

３．結果 

３.１ 生育状況 

 タコノアシは筑後大堰下流側約 700m の地点から、河口からの距離

14.8km（地点Ｂ）まで生育が確認されたが、地点Ｂから下流側では確認

されなかった。図１にタコノアシの大きな群落が形成されていた場所の

現存植生図を示す。タコノアシは、河岸植生の最も河道寄りに流下方向 

に沿って帯状の群落を形成していた。 
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表１ 土壌採取場所 

図１ 植生図 

ａ

測定
場所

河口からの
距離(km)

採取場所の植生

Y 18.8 ヨシ

A 18.8 タコノアシ

B 14.8 タコノアシ

D 13.0 なし(岸側にヨシ）

E 11.9 なし(岸側にヨシ）
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図２に図１のａでの植生断面図を示す。タ

コノアシは河道側に生育し、陸側の一段高く

なったところではヨシが優占していた。タコ

ノアシの背後にヨメナやケキツネノボタン

などの草本やヤナギ類が生育している場所

もあったが、いずれの場所も冠水や波浪の影

響を最も受ける場所にはタコノアシだけが

生育していた。各地点でのコドラート調査で 
は、平均草高は 82～153cm、生育密度は 170～260 個体/m２であり、 
いずれも場所により生育状況に差が見られた。 
３.２ 生育環境 

 図３に採取した土壌の粒径組成、ｐＨ、ＥＣを示す。粒径組成は下流

に行くほど粘土分が増加した。土性はＡ、Ｂが軽埴土(Light Clay)、Ｄ、

Ｅが重埴土(Heavy Clay)、ヨシ帯は埴壌土(Clay Loam)であった。ｐＨ

はヨシ帯では高く、他ではタコノアシ生育の有無に関わらず 6.6～6.9
でほぼ同じであった。ＥＣは下流側へ行くほど大きくなり、生育の見ら

れないＤ点では 0.30dS/m であった。また生育場所は小潮の時は満潮時

でも冠水せず、中潮以上で満潮時に冠水し、干潮時には干上がる場所で

あったが、各タコノアシ群落の河道寄りの冠水状況には差が見られた。 
４．考察 
筑後川感潮域ではタコノアシは河岸植生の最も河道寄りに帯状の群

落を形成していた。タコノアシは攪乱の少ない場所では他種との競争に

負け、消失していく６）が、干満や洪水による冠水、波浪や土砂の流出、

堆積するような場所では群落を形成し、継続的な生育が可能な種である

と考えられた。断片化した茎からの成長や冠水状態でも伸長できるよう

な性質が水辺の攪乱地での生育を可能にしていると考えられる。 
土壌の粒径組成やｐH はタコノアシの生育の有無で大きな差はない

が、EC は下流側ほど大きくなっており、感潮域での塩分の遡上がタコ

ノアシの生育を制限していると考えられた。地点Ｂ付近は塩水侵入の先

端付近に近い７）とされるが、タコノアシの最も下流側での生育地であ

ることからも塩分による生育への影響を示唆している。しかし生育阻害を受ける塩分濃度や塩水の冠水頻度の影

響などは明らかでなく今後の課題である。また河川断面積の増加（河床の低下）により河口からの塩水遡上距離

が増大したことが示されており８）、河床の低下がタコノアシの分布範囲に影響を与えることが考えられた。 
５．おわりに 

タコノアシを河川感潮域で継続的に保全するには、塩分の影響がなく、洪水等により土砂の流出、堆積が起こ

るような場所が必要と推察されたが、植物の分布を規定する要因にはさまざまな要因があり、今後更に要因の特

定やそれによる影響のメカニズムを検討して行きたいと考えている。 
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図２ 植生断面図（図１のａ地点） 

6.0 

6.5 

7.0 

7.5 

8.0 

EDBAY

pH

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

EDBAY

EC
（
ｄ
S/
m
)

図３ 土壌の粒径組成、ｐH、EC 
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